
１章 教科「情報」の構成



教科「情報」の誤解

• ソフトを単に使いこなす
–ワープロ、表計算、その他

• 数学などのドリル問題のコンピュータ化
• コンピュータの構造を高度に教える電子工学
的な授業

• 資格をとらせるための授業



教科「情報」の目標

• 普通教科「情報」
–情報および情報技術の活用
–科学的な見方や考え方
–情報化の進展に主体的に対応できる能力

• 専門教科「情報」
–情報社会を発展させる力を持つ専門家の養成



普通教科「情報」

• 情報Ａ
–情報活用の実践力
–パソコンを使った情報収集などを学ぶ

• 情報Ｂ
–情報の科学的な理解
– コンピュータの機能・仕組を学ぶ

• 情報Ｃ
–情報社会に参画する態度
–情報と社会のかかわりを学ぶ



情報活用の実践力

情報Ａ

情報Ｂ情報Ｃ

情報の科学的な理解情報社会に参画する態度

３科目の違いは、授業
内容のウェートの差

少なくとも１科目を
いずれかの学年で学ぶ

↓
選択必修



情報Ａ（学習指導要領 p31）

• コンピュータの活用
• 情報通信ネットワークの活用
• Ｗｅｂページ
• プレゼンテーション
• 情報機器の選択



情報Ｂ（学習指導要領 p45）

• 情報処理のアルゴリズム
• コンピュータ用語
• コンピュータの構造
• モデル化とシミュレーション

–最適化問題
–待ち行列
–モンテカルロ法



情報Ｃ（学習指導要領 p61）

• 情報のディジタル化
• 情報通信ネットワークに乗せる仕組み
• 情報セキュリティ
• 情報格差



科目どうしの関係

• 実習の重視
–情報Ａ（年間授業時数の１／２以上）
–情報Ｂ、情報Ｃ（年間授業時数の１／３以上）

• 情報Ａ、Ｂ、Ｃの１科目でもバランスよく学習
–情報活用の実践力（小・中学校で実施）
–情報の科学的な理解
–情報社会に参画する態度



専門教科「情報」の概観
（学習指導要領 p89）

• 情報産業と社会
• 課題研究
• 情報実習
• 情報と表現
• アルゴリズム
• 情報システムの開発

• ネットワークシステム
• モデル化とシミュレー
ション

• コンピュータデザイン
• 図形と画像の処理
• マルチメディア表現



高等学校での情報教育の特徴

• 情報教育の履歴調査（小・中学校間の格差）
• 著作権
• 情報モラル
• 情報の公開（プログラム開発のアルバイト）
• プライバシーの保護
• 情報発信の責任
• 情報社会における「影」



大学の情報教育および生涯学習との
関連

• コンピュータリテラシー
• プログラミング
• 情報リテラシー
• マルチメディア教育



他教科との連携

• 一般教科
–国語、数学、英語

• 総合的な学習の時間
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